
特別の教育課程編成（坂小学校第１・２学年「外国語活動」の新設）について 

 

三島市立坂小学校では、グローバル化する現代において、日本や諸外国の文化や言語・考え方を尊重

し、世界で活躍できる土台となる外国語を主体的に学習できる児童を育成するため、小学校第１・２学

年において「外国語活動」を新設し、外国語による歌やゲーム等、ＡＬＴ等とのコミュニケーションの

機会を積極的に活用し、聞くこと、話すこと、文字を知ることの言語活動に慣れ親しむ学習に取り組ん

でいます。 

小学校第１・２学年では、「外国語活動」の時間に「生活科」

の 15時間を充てています。これは、外国語による歌やゲーム

等、ＡＬＴ等とのコミュニケーションを大切にした第１・２学

年「外国語活動」が、「生活科」における具体的な活動や体験、

例えば見る・聞く・触れる・作る・探す・育てる・遊ぶなどを

通して、自分自身や身近な人々の特徴やよさに気付いたり、自

分の生活について考え表現したり、生活を豊かにしたりしよう

とする生活科の目標につながり、生活科の内容「学校の活動」

や「身近な人々と関わる活動」「自分自身の生活や成長」に関

する生活科の内容を補完するからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は、三島市教育委員会が平成 16 年度より小規模特認校として認定し、農事体験、情報教育、外

国語活動の３つを教育活動の柱と位置付け、魅力ある学校を目指しています。外国語活動では、平成 22

年度から令和元年度まで、小学校第３・４学年の「外国語活動」を 35 時間、先行して導入した経緯か

ら、より効果的に中学年からの外国語活動に継続していけるよう、低学年段階に相応する外国語の指導

法・指導内容の研究推進が必要と感じています。小学校第１・２学年における達成目標・指導内容・指

導方法・教材開発を意識調査による検証ができるよう、特別の教育課程を編成して教育を実施するとと

もに、市・県の外国語指導者等の配置、地域素材の活用、ＩＣＴ活用等を積極的に進めていきます。 


